
Equal Pay Day（イコール・ペイ・デイ：EPD）全国会議 

 

 

女性の平均賃金が男性より低いのは残念ながら世界共通です。 

女性が男性の年収と同じ金額を手にするには、男性より数十日余計に働く必要があります。 

女性が余計に働いて男性の１年分の賃金と同額を手にする日、それが「イコール・ペイ・デイ（＝同じ賃金を手にする日）」です。 

イコール・ペイ・デイ（EPD）運動は、直接的な賃上げ運動ではありません。男女の賃金格差を「見える化」するものであり、「男女間の給

与の不平等の現実」の認識を深め、男女の賃金格差解消を目指しています。 

 

日時 2017年４月22日(土) 

13:30～16:30 

 

会場 婦選会館ホール 

   渋谷区代々木2－21－11 

               参加費無料  

 

問合せ・申込み  

「4/22参加希望」と明記の上、「氏名」「連絡先（TEL , FAX or  

E-mail）」をご記入いただき、下記までE-mail もしくはFAXで 

お申し込みください。(当日会場でも受付けます)   

E-mail: sympo2017@bpw-japan.jp  

FAX：03-5304-7876  お問い合わせTEL：03-5304-7874   

   ◆取得しました個人情報は、この受付のみの目的に使用いたします。 

 

 

主催 特定非営利活動法人日本ＢＰＷ連合会   

後援 厚生労働省 内閣府男女共同参画局 
 
 

 

  

2016年のイコール・ペイ・デイは 

4月10日でしたので3日早くなり、 

格差比率は27.78％⇒27.03％と若干

改善されました 

 
BPWとは、「Business  and  Professional Women」の略で、日本BPW連合会は、国連の経済社会理事会の諮問機関として一般協議資格を持つNGO団

体BPW Internationalに加盟し、働く女性の利益を促進し、女性の社会的地位と職業水準の向上を図るとともに、国内および国外の働く女性の親交と理解を深め、

世界平和に寄与することを目的とした団体で、全国に 17 のクラブとアソシエーツがあります。主な活動は、男女格差解消のため、国内の男女賃金格差を見える化する

「イコール・ペイ・デイ活動」、国際的な格差ランク「男女格差指数（GGGI）」の広報活動、「WEPｓ署名推進活動」など。また若い女性の活躍支援として「CSW イン

ターン派遣事業」「ヤング・スピーチコンテスト事業」を継続しています。内閣府男女共同参画推進連携会議の当初からの構成団体で、2009 年 9 月に法人化しまし

た。2015年より活動目標として「203050（ニイマルサンマルゴーマル）＜2030 年までに完全な男女平等（50-50）の実現を目指す＞」を掲げています。 

◆◆◆ プログラム ◆◆◆ 

はじめに（13:30~13:45）挨拶と政策説明 

 厚生労働省雇用均等・児童家庭局 総務課 六本佳代調査官 

第 1部(13:50~15:00) 基調講演「男女共同参画の観点からみた地方移住」 

講師：塚崎 裕子氏 /大正大学 地域構想研究所教授 

第 2部(15:10~15:45) 全国各地で展開した EPD運動報告 

EPD活動したＢＰＷ各クラブからの報告 

第 3部(15:45~16:00) 世界の EPD運動について 

第 4部(16:00~16:30）今後の EPD運動について意見交換とアピール採択 

201７年の 
ＥＰＤは 

４月７日です 

 

mailto:sympo2017@bpw-japan.jp


 


